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一般共同研究（インキュベーション研究）

中央アジアにおける遊牧民と農民の環境史学

宇野隆夫（国際日本文化研究センター　教授）

地球研の共同研究者：佐藤洋一郎

中央アジアは、ユーラシアの十字路である。本プロジェクトは、未解明の遊牧民の起源、および中央アジアにおけ

る過去１万年の環境の変化をまず明らかにしようとするものである。そして遊牧民と農民の営みと交流、それらと中

央アジアの環境変化との関わりを明らかにすることによって新しい環境史学を確立し、ひいては未来の人類と自然の

相互作用に関する知見を得ることを目的としている。

そのため我々はまず中央アジアの詳細三次元地形図を作り、地形分析をおこなった。また GPSを用いて現地調査

した遊牧民と農民の遺跡の分布を DEM上に表示した。さらにゼラフシャン川中流域のシルクロード都市であるダブ

シア遺跡の発掘を開始して、考古学の遺構・遺物だけではなく、多くの動物骨資料や花粉資料を得ている。

全球結合モデルによる飢餓指標の開発

松村寛一郎（関西学院大学総合政策学部メディア情報学科　准教授）　

地球研の共同研究者：谷口真人

全世界レベルでの飢餓指標を開発するために、様々なデータセットおよび地理情報の収集を行った。全世界の食糧

を対象とするための事前準備の一環として夜間光衛星画像データ、国際稲研究所が整備しているデータセットなどを

総合的に組み合わせることにより、総合的な米の需要動向についての計算を行った。政策的な面の重要性も把握する

ために、世界各国の食料に関する政策についての情報の収集も合わせて行い、これらの情報データをＷＥＢ上に公開

し、情報を広く収集するための仕掛けづくりの概念設計を行った。

温暖化の緩和と地球環境～循環型家族・コミュニティ・価値観の視点から～

山岸治男（大分大学教育福祉科学部　教授）

地球研の共同研究者：秋道智彌

人類は自然との関係を調節しながら、住居可能地域を広げてきた。日本の場合、中山間地や島嶼にも人々が住み着

いた。だが、1965年以後、経済成長に伴い、中山間地や島嶼は過疎化し、現在、集落の社会的機能が維持できない「限

界集落」が生まれている。これらの集落が崩壊したとき予想されるのは次の問題である。①生態系の異変、②災害の

多発、③国内産食糧の減少。問題を未然に防ぐには過疎化の緩和が必要である。本研究では、豊後大野市の一地区を

対象に、過疎化する集落の生活実態を、生産、流通、消費、集い、生きがい、福祉、教育、文化などの複合的視点か

ら調査した。改善策として必要なのは次の通りである。１）循環型家族、２）コミュニティ、３）自然との共存を実

現する価値観。

急激に変化する中国・長江流域の人間活動と自然の相互作用

田中広樹（名古屋大学　地球水循環研究センター研究機関研究員）

中国では、1978年の改革開放以降、特に 1992年以降の急激な経済発展に伴って、大規模な変化が起こっている。

地表面被覆の変化は、温暖化や豪雨頻度増加などの気候変化とあいまって、地域の水循環を変化させ、洪水や旱魃な

どの地域環境問題を生む。長江流域における地域環境問題は、経済活動を通じた影響だけでなく、大気と海洋を通じ

て日本の自然環境にも大きな影響を及ぼす。本研究では、特に、長江流域における農業活動と水循環の相互関係に着

目し、様々な時空間スケールの環境問題への理解に必要な研究課題の整理を行った。代表的な支流域であるポーヤン

湖流域における降水量、河川流量、稲作面積、被災面積の関係解析によって、1992年を境とした水循環変化に対す

る地域の感受性の変化が明らかとなった。この変化メカニズムを詳細に理解するために、現地フィールド調査を伴っ

た地域社会の実態把握と水循環に関する高精度データによる解析のための準備を開始した。
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東南アジア沿岸域における生物資源の持続的利用に向けた提言―科学的研究成果と地域住民意識の調和への取り組み―

石川智士（東海大学海洋学部　准教授）

地球研の共同研究者：秋道智彌

陸域と海域の双方から影響を受ける沿岸域には、複雑で生物多様性が高い生態系が形成されている。同時に、多く

の人もそこに暮らし、多種多様な生物を様々な形で利用している。生物多様性が高いということは、それぞれの生物

資源の量は小さく脆弱であることを意味する。また、資源の利用者が様々であることは、資源の状況把握と資源管理

を困難にさせている。本研究では、これまでに行われてきた調査研究活動の成果をとりまとめる。加えて、学際的な

野外調査を実施することで、資源の状況と利用実態を把握するための、統合データベースを構築する。このデータベー

スを利用することで、資源状態を科学的に再評価し、住民にも受け入れられる資源管理方策の立案を目的としている。

これまでに、タイ国水産局、フィリピン国水産局ならびに東南アジア漁業開発センターと共同研究体制を確立し、パ

イロットプロジェクト地区における住民との対話を開始した。

開発と自然・社会環境変化に対する移民・流動人口・難民の生活適応と環境影響

須田 一弘（北海学園大学人文学部　教授）

現在、世界各地で進行している開発は、住民がそれまで利用してきた生活域の自然環境・資源の剥奪や攪乱を招き、
社会環境も大きく変化させている。これに対し住民は、従来の場所に留まり開発に積極的に関わるか、他の地域や国

へ移動することによって生活を継続しようと試みる。また、開発に引き寄せられ、他の地域や国から流入して来る人々

もいる。このように開発を契機として生じた人口流動は、先住者と間に軋轢を生じさせ、熱帯林の減少やヘイズなど

の環境問題を引き起こすことも予想される。本研究は、東南アジアで進む開発と人口流動化に伴う自然・社会環境の
変容を評価し、その影響を定量的に明らかにするための研究方法を確立することを目的として実施し、国内外の研究

者の協力を得て、人間・環境・活動について分析するための研究計画を具体化した。

急激な新興作物の導入がもたらす生態系の不安定化と汚染－ウォーレス地域と周辺島嶼部におけるバイオエタノール

用作物の場合を中心に－ 

佐藤 雅志（東北大学大学院生命科学研究科　准教授）

地球研の共同研究者：湯本貴和

「緑の革命」穀物品種やエネルギー作物などの近代農業の導入は、スラウェシ地域をはじめ東南アジアの農村で新

たな地球環境問題を引き起こし、持続可能な作物生産が危惧されている。この研究では、東南アジア地域における持

続可能な作物生産のあり様へ向けての提言を目標とすることとした。その目標にむけて、１）在来農業と近代農業が

混在し移行しつつある地域の選定、２）選定地の耕地生態系における生物多様性および遺伝的多様性、文化社会基盤

について予備的に調査した。５月にはスラウェシ地域、１１月にはラオス国北部から南部地域までを調査した。その

結果、スラウェシ地域にはオイルパームやトウモロコシなどのエネルギー作物の大規模栽培地が拡大していること、

ラオス国では改良イネ品種導入の拡大に向け社会基盤が近代化しつつあることを確認し、これらの地域を研究対象地

域として選定した。

持続千年首都・平安京の生態智の総合的研究と世界平安都市モデル構想

鎌田 東二（京都大学こころの未来研究センター　教授）

地球研の共同研究者：湯本貴和

本研究においては、平安京が千年以上首都として持続してきた持続可能性の理由を、①水の都、②祈りの都、③も

のづくりの都、④里山文化の都などの「生態智」の活用にあるととらえ、その物質的基盤（水、食料、燃料、材木、

ゴミ問題、ヒトの流れ）と精神的基盤（宗教、象徴性、呪術性、霊性）と技術的基盤（芸術、技芸、学問）を総合的

に考察した。その際、「生態智」を、平安京という地域と歴史の中で発達を遂げ変容を重ねた「自然と人工との持続

可能な創造的バランス維持システム」と定義し、平安京という都市の活力と底力をその「生態智」に見、それを未来

の「世界平安都市モデル構想」の有効事例として位置づけつつ、資源論、産業形態、政治システム、宗教機能、文化

創造、観光産業、環境都市としての平安京の総合的解明を試みた。とりわけ、平安京・京都の資源学的研究を平城京
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や周辺諸地域と比較し、後背地問題や物流網の発達と、天皇や寺社への奉納文化とのかかわりを考察した。

人口動態解析に基づく自然共生型流域・沿岸域ネットワーク社会の形成

大森浩二（愛媛大学沿岸環境科学研究センター　准教授）

地球研の共同研究者：川端善一郎

温暖化・寒冷化を含めた地球環境変動及び世界経済変動に強い、適度人口規模をもつ多様な生活様式（水・農水畜
林産物・エネルギー・生活の質（商工産物））を許容できる未来可能性のある自然共生型流域・沿岸域ネットワーク
社会の形成を目指す。それは、また、地球環境問題解決の道筋でもあろう。

2008年度においては、以下の項目についての結果を得た。

・人口動態モデル、流動モデル、土地利用―河川流出負荷モデルの作成 .

・統合モデルのフローチャート作成 .

・統合モデル用プラットフォームソフトウエアーの選定（動的一般均衡経済モデル）.

・予測シナリオ用モデル等の選定 .

・コア調査地の選定 .

以上の結果より、統合モデルのフローチャートが作成でき、具体的にプログラムをコーディングする段階に入った。

危機に瀕している沿岸地帯の環境システムに関する研究－ GISとリモートセンシングを用いた海洋大陸における環

境気候とリスクの解析－

SANGA-NGOIE Kazadi（立命館アジア太平洋大学　教授）

地球研の共同研究者：渡邉紹裕

沿岸の環境は非常に多様で地球全体の沿岸地帯に亘って極めて活発な環境システムである。沿岸地帯というこの曖

昧な概念は沿岸海洋を取巻く地球の一部と潮間帯（前汀）を含む沿岸（後浜）に隣接する土地の一部を定義しようと

するものである。河口、潮間帯の平地、マングローブ林、潟湖と塩池、海草、岩や砂浜、サンゴ礁、大陸棚、風光明

媚な海岸沿いの都市、港、リゾートビーチ等は全てこの豊かな環境システムの一部である。しかし、これら沿岸地帯

の環境システムは自然と人間活動が関係する原因により、今日ではその変化は深刻で、時には取り戻すことが出来ず、

突然であったり進行していたりする。そして特に人々が多く住んでいて自然災害に見舞われ易い東南アジアとオセア

ニア（海洋大陸）でまさに起っている。フィリピンのネグロス島を事例研究として、我々は GISとリモートセンシ

ングをツールとして使用し、衛星探査データ及び現場調査で収集した気候・環境データに基づき、沿岸地帯の環境シ
ステムの状態やリスクを評価した。以下の初期の知見を得た。：（１）ネグロス島の陸地における森林破壊が深刻で

（1940年に 70万 ha、現在 3万 ha以下）、残存する森林は極めて疎らである。（２）殆どのマングローブ林は、養魚池

や人間の居住用に開発され、海岸沿いに僅かしか残っていない。（３）ネグロス島には、大変豊富な陸地と海洋の生

物多様性があり、固有種もまだ沢山残っている。（４）降雨は雨量、分布ともに非常に変わりやすく、しばしば高潮

や洪水、土砂崩れに見舞われる。（５）海岸沿いに海面上昇による顕著な土壌の浸食や海水の浸入が見られた。

こういった知見を新たなインプットとして更に正確なハザードマップと適切な理解、緩和、予防の為のシナリオを

作成し、研究を進める予定である。



129

研
究
成
果
の
発
信

研
究
推
進
セ
ン
タ
ー

地球研創設以来の研究推進センターは、2007年 10月 1日から新たに研究推進戦略センター（CCPC：Center for 

Coordination, Promotion and Communication、以下、戦略センター）として再編した。戦略センターは、地球研の基本

理念に基づき、既存の学問分野の枠組みを超えた新たな視点を見出すための基盤作りを行うことを目的に設けられた

ものである。

戦略センターは、地球研の研究プロジェクトを多面的に支援し、得られた研究情報や成果を集積・発信し i、さら

に新たな研究を創出するための戦略を策定する重要な機能を担っている。その機能を実現するために、戦略センター

に機動的な３つの部門を配置した。それらは、（1）戦略策定部門、（2）研究推進部門、（3）成果公開・広報部門である。

（1）戦略策定部門：

地球環境学の構築、研究戦略の策定、研究プロジェクトの評価システムの検討、国内外における諸研究機関との研

究連携の推進、地球環境学や環境問題に関する世界的な研究動向に関する調査と情報収集、大学院教育への協力や若

手研究者の育成に向けての基盤整備をおこなうことを主要な業務としている。また、地球研の全体研究発表会の運営

を担当し、研究の活性化に努める。さらに2007年度には、終了プロジェクトの評価方法に関する検討を開始した。また、

全国の大学における附置研究所や研究センターとのネットワークを構築することを目的とした「地域環境情報ネット

ワーク」を立ち上げた。

（2）研究推進部門：

地球環境学に関する研究情報の収集と分析ならびにデータベースの構築、研究アーカイブスの整備と維持管理、文

献図書、地図などの諸資料の収集と整備、水、生物資料を用いた地球環境学の分析に資する実験施設の管理と運営、

国内外で展開される多様な形態の野外調査・研究への支援と管理などをおもな業務としている。とくに終了したプロ
ジェクトの成果を集積し、公開する準備を進める。

（3）成果公開・広報部門：

地球環境学や環境問題、研究プロジェクトの成果などの発信に関する方針を策定し、各種のシンポジウム、研究集会、

セミナーを実施するとともに、成果の出版をおこなう。これらの活動を国内外の研究者や一般市民に発信するための

広範囲な活動を実施することをおもな業務としている。2007年度は、地球研国際シンポジウム、地球研フォーラム、

地域セミナー、市民セミナーなどをおこなった。研究の成果として『地球研叢書』、『地球研ライブラリー』を出版す

るとともに、研究情報の発信のための『地球研ニューズレター』（Humanity & Nature Newsletter）を発刊した。また、

新聞における地球環境問題に関する連載や地元小中高校との学習会を実施した。『地球研十年史』（仮称）出版のため、

関連する資料収集と関係者へのインタビューなどを開始した。

以上の 3部門には選任の部門長が配置され、部門ごとに実働のグループとなるいくつかのタスクフォースが配置さ

れている。タスクフォースの作業は、戦略センターの専任スタッフ以外に、研究部と管理部の密接な連携と協力の元

におこなうことになっている。また 3部門は相互の連携を元に戦略センター全体としての機能を果たすために、部門

長会議、戦略センター会議をおこなう。

研究推進センター（研究推進戦略センター）の概要と活動
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1．国際シンポジウム
地球研の本研究プロジェクト（2本）が 2009年 3月で終了するにあたり、地球研としての研究成果を広く世界に

発信するために、第 3回地球研国際シンポジウム「島の未来可能性：固有性と脆弱性を越えて」を 2008年 10月 22日・
23日の両日に地球研講演室にて開催した。詳細は下記のとおり。

第 3回地球研国際シンポジウム「島の未来可能性：固有性と脆弱性を越えて」

＜プログラム＞

10月 22日（水）
Opening Session

Chair: ENDO Takahiro, RIHN

Opening Remarks

TACHIMOTO Narifumi, Director-General, RIHN

Objectives of the Symposium

YUMOTO Takakazu, RIHN

Keynote Address

Implementing the Madrid Action Plan: UNESCO Island Biosphere Reserves

Miguel CLÜSENER-GODT, Division of Ecological and Earth Sciences, UNESCO, France

Session 1　Conceptualizing and Acting in Island Environments, Past and Present

Chair: SEKINO Tatsuki, RIHN

Environmental Consciousness, Inner and Outer

YOSHIOKA Takahito, Field Science Education and Research Center, Kyoto University

Environmental Attitudes and Behaviors among Jeju Islanders, South Korea

Dai-Yeun JEONG, CheJu National University, South Korea

The Palaeoecology of Initial Polynesian and European Impacts on Remote Pacifi c Islands

Matthew PREBBLE and Simon HABERLE, Research School of Pacifi c and Asian Studies, Australian National University

Discussant

Simon HABERLE, Research School of Pacifi c and Asian Studies, Australian National University

Session 2 Conservation, Livelihood, and Culture in Island Parks and Reserves

Chair: SATO Yo-Ichiro, RIHN

Linking Livelihoods and Conservation: Challenges Facing Galapagos Islands

Mark GARDENER, Terrestrial Research, Charles Darwin Foundation, Ecuador

Biosphere Reserves as Laboratories for Sustainable Development: The Case of Vietnam

NGUYEN Hoang Tri, Center for Environmental Research Education, Hanoi University of Education, Vietnam

Ngaremeduu Biosphere Reserve, Palau

Alma RIDEP-MORRIS, Ministry of Resources and Development, Palau

Linking Conservation Biodiversity and Culture Diversity at Komodo National Park, Indonesia

Tamen SITORUS, Komodo National Park, Indonesia

The Future of Traditional Culture: Preservation and Transmission of the Performing Arts and Cultural Landscape on Taketomi 

Island, Okinawa, Japan

UESEDO Yoshinori, Kihoin Folklore Museum, Taketomi Island 

YUMOTO Takakazu, RIHN

Sustainability Concerns on Iriomote Island, Japan

TAKASO Tokushiro, RIHN

研究成果の発信
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Discussant

NAGASHIMA Shunsuke, Kagoshima University Research Center for the Pacifi c Islands

10月 23日（木）
Session 3　Island Development in Local and Global Contexts

Chair: NAWATA Hiroshi, RIHN

Multi-Ethnic Co-existence in Swahili Society: Multiple Ecological Sea Zones and Two Fishing Cultures in Kilwa Island, Tanzania

NAKAMURA Ryo, RIHN

Managing Environmental Diversity for Sustainable Human Communities: Lessons from East Maui, Hawai’i

John CUSICK, Environmental Center, University of Hawaii at Manoa, USA

A Tikopia in the Global Era: Using Mediation to Empower Coffee Growing Communities in East Timor

ABE Ken-ichi, RIHN

SIDS Version 2.0: A Fresh Consideration of Development Strategies for Smaller Island States and Territories

Godfrey BALDACCHINO, Island Studies Programme, University of Prince Edward Island,Canada

Discussant

Daniel NILES, RIHN

Session 4　Discussion and Conclusion

Chair: SHIRAIWA Takayuki, RIHN

Closing Keynote

IWATSUKI Kunio, The Museum of Nature and Human Activities, Hyogo

Concluding Comment

WATANABE Tsugihiro, RIHN

Symposium Closing

AKIMICHI Tomoya, RIHN

BUSINESS MEETING

Moderator Daniel NILES, RIHN

2．地球研フォーラム
「地球環境問題とは何か？」「総合地球環境学とはどういうものか？」「それでなにがわかるのか？」「地球環境問題

は将来どうなっていくのか？」「地球環境問題は解決できるのか？」このような疑問に答えるべく地球研フォーラム

では、地球研の理念、研究成果に基づき将来を見越した具体的な問題提起を行い、議論を促す。とくに「いわゆる地

球環境問題の根源は人間の文化の問題」という観点を重視する。

本年度は第 7回目を下記のとおり開催した。

第 7 回地球研フォーラム「もうひとつの地球環境問題　会うことのない人たちとともに」

日時：2008年 7月 5日（土）

会場：国立京都国際会館

＜プログラム＞

所長挨拶　立本成文（総合地球環境学研究所長）

講演

「エビから見えてきたもの」　村井吉敬（早稲田大学アジア研究機構教授）

「アムールトラの棲む森は今－木材越境が招く危機」　山根正伸（神奈川県自然環境保全センター・専門研究員）
「越境する健康問題－リスクのパラドックス」　門司和彦（総合地球環境学研究所教授）
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「「つなぐ」こと：東ティモールの環境保全型コーヒー栽培」　阿部健一（総合地球環境学研究所教授）

パネルディスカッション

村井吉敬、山根正伸、門司和彦、阿部健一

司会：窪田順平（総合地球環境学研究所准教授）

3．地球研市民セミナー
地球研の研究成果を広く一般市民に情報提供することを目的として、2004年 11月から始まったものであり、2008

年度においては本研究所の講演室またはハートピア京都にて次のとおり計 7回開催した。

地球研研究スタッフが講師となり、地球環境問題を具体例に則して分かりやすく解説し、会場から熱心な質問が毎

回寄せられている。

第 25回　2008年 4月 18日　「マレーシア熱帯林とモンゴル草原の大自然と環境破壊」

酒井　章子（地球研准教授）、藤田　昇（京都大学生態学研究センター助教）、山村　則男（地球研教授）

第 26回　2008年 5月 16日　「地球環境の変化と健康－人々のライフスタイルを変えるには－」

門司和彦（地球研教授）、奥宮清人（地球研准教授）

第 27回　2008年 9月 19日　「捕鯨論争－ 21世紀における人間と野生生物の関わりを考える－」

星川淳（グリーンピース・ジャパン事務局長）、秋道智彌 （地球研副所長・教授）
第 28回　2008年 10月 17日　「年輪年代学－過去から未来へ－」

光谷拓実（地球研客員教授）、佐藤洋一郎（地球研教授）

第 29回　2008年 11月 21日　「厳寒のシベリアに暮らす人々と温暖化」

井上元（地球研教授）、高倉浩樹（東北大学東北アジア研究センター准教授）

第 30回　2009年 1月 23日　「里山・里海から SATOYAMA SATOUMIへ」

あん・まくどなるど（国連大学高等研究所、いしかわ・かなざわオペレーティング・ユニット所長）、阿部健一（地
球研教授）

第 31回　2009年 3月 13日　「南極から地球環境がよく見える」

中尾正義（人間文化研究機構理事）、斎藤清明（地球研教授）、白岩孝行（地球研准教授）

4．地球研地域セミナー
日本の地域ごとの環境と文化に関するさまざまな問題を、地球研の研究スタッフと地域の有識者が会し、地域の人々

とともに考え活発な議論を行う。2005年度より新たに始めたもので、2008年度は下記のとおり開催した。

第 4回地球研地域セミナー「災害と「しのぎの技」－池島・福万寺遺跡が語る農業と環境の関係史－」

日時：2008年 11月 8日

会場：大阪府立弥生文化博物館 1階ホール

主催：総合地球環境学研究所、（財）大阪府文化財センター 

後援：大阪府教育委員会、大阪府立弥生文化博物館、朝日新聞社、産経新聞社、毎日新聞社、読売新聞社 

＜プログラム＞

開会の辞　　立本 成文 （総合地球環境学研究所所長） 

第一部「考古学からみる災害の爪痕」 

基調講演　大庭 重信 （大阪市文化財協会文化財研究部学芸員） 

対　談　井上 智博 （大阪府文化財センター・副主査） 
   大庭 重信（大阪市文化財協会文化財研究部・学芸員） 
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第二部 「自然科学分析からみる災害としのぎの技」

パネルディスカッション

・パネリスト　宇田津 徹朗（宮崎大学附属農業博物館准教授）、藤井 伸二 （人間環境大学准教授） 、木村 栄美 （総合

地球環境学研究所研究員） 、田中 克典（総合地球環境学研究所研究員）

まとめ　佐藤 洋一郎 （総合地球環境学研究所教授・副所長）

閉会の辞　金光 正裕 （大阪府文化財センター池島支所長）

総合司会　阿部 健一 （総合地球環境学研究所教授）

第 5回地球研地域セミナー（琉球大学観光産業科学部共同企画）

「やんばるに生きる－自然・文化・景観のゆたかさを育む地域と観光－」

日時：2009年 2月 13日・14日

会場：名護市民会館 中ホール、国頭村比地公民館

主催：総合地球環境学研究所、琉球大学観光産業科学部

後援：内閣府沖縄総合事務局、環境省那覇自然環境事務所、沖縄県、沖縄県教育委員会、名護市、国頭村、大宜味村、

東村、今帰仁村

協力：国頭村比地公民館

＜プログラム＞

2月 13日

第 1部「やんばるの人と自然、そして観光」 

開会挨拶　琉球大学観光産業科学部長 平敷徹男 　※代理　琉球大学教授 花井正光

導入講演　総合地球環境学研究所長 立本成文 

講演１　　総合地球環境学研究所教授 湯本貴和 

講演２　　今帰仁村歴史文化センター館長 仲原弘哲 

講演３　　観光庁観光資源課長 水嶋智

2月 14日

第２部「文化的景観と観光の可能性」

セッション１　比地のムラ歩き体験 （地元ガイドによる着地型観光の試み）  

昼休み　地域の食材でやんばるの魅力を再発見

   ポスターセッション （ポスター、写真パネル展）  

セッション２

講演 1　文化庁文化財調査官 井上典子

講演 2　琉球大学非常勤講師 早石周平

パネルディスカッション

・コーディネーター　山口県立大学教授 安渓遊地

・パネリスト　　久高将和（NPO法人国頭ツーリズム協会顧問）、島袋正敏（やんばるものつくり塾塾長）、湯本貴和

（総合地球環境学研究所教授）、花井正光（琉球大学教授） 
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5.研究プロジェクト発表会
すべての研究プロジェクトの進捗内容について、プロジェクトリーダーが発表を行い、地球研の研究教育職員のみ

ならず事務職員や外部の共同研究者の前で質疑応答を行う。3日にわたる研究発表会にはのべ 500人以上が参加する。

こうした全所的な取り組みと活発な意見交換は地球研における自己点検評価につながる重要な研究活動となっている。

日時：2008年 12月 10日、11日、12日

場所：コープイン京都

6.地球研セミナー
地球環境学に関わる最新の話題と研究動向を共有し、新たな研究の指針を得るために国内および海外の研究者を講

師として招へいし、地球研における研究活動と有機的な連携を実現するためにおこなうのが地球研セミナーである。

本セミナーは年間数回程度の頻度で開催し、多面的な研究課題を扱うものであり、比較的完成度の高いテーマの紹介

と議論に焦点を当てたものである。

第 32回　2008年 9月 29日

The Evolution of Scientifi c Research and Science Magazine 「科学研究の進展とサイエンス誌」

Dr. Barbara R. Jasny, Deputy Editor for Commentary, Science/AAAS

第 33回　2008年 10月 28日

Satoyama woodlands in Japan and outlands in Europe - a historical perspective of traditional farming landscapes

「日本とヨーロッパの里山林̶伝統的農村景観の歴史的視座」

Prof. Björn E. Berglund, Department of Geology/Quaternary Geology, GeoBiosphere Science Centre, Lund University, Sweden

第 34回　2009年 3月 16日

The Global Precipitation Climatology Centre (GPCC)- Raingauge based precipitation analyses for the land areas of the Earth 

in support of climate research and water resources management

「全球降水量気候学センター（GPCC）̶気候研究および水資源管理のための雨量計に基づく陸域降水量解析」

Mr. Tobias Fuchs, Director, Global Precipitation Climatology Centre, Germany

第 35回　2009年 3月 26日

「サスティナビリティ学の創出」

武内和彦　国際連合大学副学長（東京大学大学院農学生命科学研究科教授）

7.談話会セミナー
総合地球環境学研究所所員および客員教授、非常勤講師、外来研究員などが地球環境学に関連した個別のテーマに

ついて自由に発表を行い、研究者相互の理解と総合交流を図ることを目的としている。地球研における多様な研究分

野と方法について地球研セミナーとともに日常的な研究交流の場として重要な機能をもつものであり、ほぼ隔週の頻

度で談話会セミナーを実施している。

第 125回 2008年 5月 20日　「撤退の農村計画」

林直樹（プロジェクト研究員）

第 126回 2008年 6月 3日　「病院から生活の場へ－フィールド医学の試み」

坂本龍太、小坂康之（プロジェクト研究員）
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第 127回 2008年 6月 17日　「過去と現在を結ぶ：考古学の未来可能性」

中村大（プロジェクト研究員）

第 128回 2008年 7月 1日　「地域研究／環境問題研究における土地利用と土地被覆変化研究の位置：現場の環境／

社会本位で森林保全を考えるために」

東城文柄（プロジェクト研究員）

第 129回 2008年 7月 15日　「衛星重力ミッション GRACEのデータを用いた陸水変動の研究」

山本圭香（プロジェクト研究員）

第 130回 2008年 7月 29日　「日本における喫茶文化の萌芽とその展開」

木村栄美（プロジェクト研究員）

第 131回 2008年 9月 2日　「動物資源利用の展開－安定同位体分析による産地同定の視角から－」

石丸恵利子（プロジェクト研究員）

第 132回 2008年 9月 16日　「生物学的侵入と感染症」

内井喜美子（プロジェクト研究員）

第 133回 2008年 9月 30日　「インドシナ半島における気温逆転層の季節変化」

野津雅人（プロジェクト上級研究員）

第 134回 2008年 10月 7日　「日本の開港場の感染症対策史―ヨコハマはモダンでハイカラなのか？」

市川智生（プロジェクト研究員）

第 135回 2008年 10月 29日　「モンゴル国の遊牧における「現金作物」としてのカシミアとその流通」

前川愛（プロジェクト研究員）

第 136回 2008年 11月 4日　「Vulnerabilityと Resilienceの複雑な関係」

久米崇（プロジェクト上級研究員）

第 137回 2008年 11月 18日　「陸と海をつなぐ地下水」

安元純（プロジェクト研究員）

第 138回 2008年 12月 2日　「Cubic Module Modelを用いた樹木形態進化のシミュレーション」

長谷川成明（プロジェクト上級研究員）

第 139回 2009年 1月 20日　「中央アジア山岳地域における最近の氷河と氷河湖災害の現状」

奈良間千之（プロジェクト研究員）

第 140回 2009年 2月 3日　「都市に浮かぶ島（Heat Island）」

白木洋平（プロジェクト研究員）

第 141回 2009年 2月 17日　「アイスコアってなんやねん？～黄砂と成層圏の物質を探る～」

安成哲平（プロジェクト研究員）

第 142回 2009年 3月 3日　「洪水堆積物の見分け方」

齋藤有（技術補佐員）

第 143回 2009年 3月 17日　「楔形文字文献の世界」

森若葉（プロジェクト上級研究員）

8.出版活動

8-1　地球研叢書
地球研の出版や成果の意味を学問的に分かりやすく紹介する出版物。2008年度においては、総合地球環境学研究

所編『水と人の未来可能性－しのびよる水危機』を刊行した。概要は次の通り。

『水と人の未来可能性－しのびよる水危機』（総合地球環境学研究所　編）

第 1章　　人と水の関係史

はじめに／暴れ川を制する／多すぎる水との闘いの歴史／シルクロードの水はどこへ消えたか／水をめぐる人間同
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士の闘い／乾燥・半乾燥地帯における塩／災害は世につれ時につれ／おわりに
第 2章　　水を利する̶水をあやつる知恵

地球環境問題としての水問題／地球水問題の諸相／水利の知恵／地域の知恵を仕立て直す

第３章　　生態系を巡回する水

水と生態系／水と植生帯／さまざまな生物の生息場所としての水／生態系サービスと水

第 4章　　見えない水をはかる

見えない水って何だろう？／越境する水̶海と空の彼方へ／つながる水－地下水／温暖化と都市化の影響／海底地

下水／遠すぎる水、遅すぎる水／近くて早い水、遠くて遅い水／水の循環と未来可能性／地球環境問題としての水

第 5章　　水はだれのものか̶水の協治と生態史の構築にむけて

水と人の関わり／水の取り合い／水域の管理－地域共同体の取り組み／水の配分－政府の取り組み／水の統合的管

理－地域と政府／水の利用から探る生態史と地球環境学

8-2 地球研ニュース：『Humanity & Nature Newsletter』
地球研とは何か、どのような活動を行っているかなどの最新情報を、研究者コミュニティーに向けて発信するもの

で、Ａ４版の読みやすい内容となっている。2008年度は No.13～ No.18を発行した。なお、No.16から内容体裁をリ

ニューアルし、それにあわせて編集室を充実させた。特に地球研に関わっている研究者を対象に、コミュニケーショ

ンの場の１つとして機能することを目指している。

9.プレス懇談会
総合地球環境学研究所の研究を社会に広く還元するための広報活動として、定期的にプレス懇談会を実施している。

地球研の主宰するシンポジウム、研究活動、出版、特筆すべき話題などに関する情報を積極的に提供し、社会との連

携に努めている。

なお、2008年度においては、以下のとおり計 4回開催した。

2008年 6月 10日

話題 1 イベント等の紹介について

話題 2 出版物について

話題 3 その他

2008年 9月 9日

話題 1 講演会・セミナー等のお知らせ
話題 2 研究プロジェクト等の最新成果の紹介

話題 3 本年度新たに始まった研究プロジェクトの紹介

話題 4 その他

2008年 11月 11日

話題 1 講演会・セミナー等のお知らせ
話題 2 研究プロジェクト等の最新成果の紹介

話題 3 出版物その他

2009年 1月 14日

話題 1 講演会・セミナー等のお知らせ
話題 2 研究プロジェクト等の最新成果の紹介

話題 3 出版物その他
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「湿潤アジアにおける『人と水』の統合的研究」
研究代表者：秋道智彌

本研究は、人間文化研究機構（以下、機構と称する）の連携研究「ユーラシアにおける人の交流」のなかで「人と

水」をテーマとし、水の恩恵と災禍を歴史的に経験してきたモンスーン気候下の湿潤アジア地域をとりあげる。この

なかで、人類諸集団と水との関わりから生み出されてきた多様な歴史・民族・民俗・生態・思想についての統合的な
研究を実施し、日本を含むユーラシア世界における「人と水」の関わりについての人類史的意義を明らかにすること

を大きな目的とする。

本研究の主な構成員は、機構内の総合地球環境学研究所、国立民族学博物館、国立歴史民俗博物館、国際日本文化

研究センター、国文学研究資料館の教員のほか、全国の国公私立大学の教員が共同研究者として参加している。

共同研究会
第 1回　2008年 6月 27日 (金 )　総合地球環境学研究所

・「地球市民のダム問題：ナルマダ調査報告」　阿部健一 (総合地球環境学研究所）

・研究経過報告　原　正一郎 (京都大学地域研究統合情報センター）

・19年度報告　相田　満（国文学研究資料館）

・「東南アジア大陸部山地社会における『聖なる水』について―ラフ族における水を使った浄化儀礼について―」
 清水郁郎（大同工業大学建築学科）

・『人と水』３巻原稿執筆に向けて　秋道智彌（総合地球環境学研究所）
・世界水フォーラム（2009年 3月トルコ）について 阿部健一（総合地球環境学研究所 )

・総合討論

2．シンポジウム
①文部科学省・人間文化研究機構 連携研究「人と水」シンポジウム

「水のつながりを考える～ふるさと西条のおいしい水を、未来へ～」

2008年 9月 15日 (祝 )　愛媛県西条市総合文化会館小ホール

・「人と水のつながりを考える」 秋道智彌（総合地球環境学研究所）

・「世界の地下水問題」  谷口真人（総合地球環境学研究所）

・「西条のおいしい水を科学する」 中野孝教（総合地球環境学研究所）
・「アジアの水と人のくらし」 阿部健一（総合地球環境学研究所）

・「西条の人と水の歴史」  佐々木和乙（西条市役所生活環境部長 )

・パネルディスカッション「西条のおいしい地下水を守るには」
司会：秋道智彌（総合地球環境学研究所）

パネリスト：谷口真人（総合地球環境学研究所）、中野孝教（総合地球環境学研究所）

阿部健一（総合地球環境学研究所）、佐々木和乙（西条市役所生活環境部長 )

②大学改革シンポジウム

「鳥海山から考える地域とくらし」

2008年 11月 15日 (土 )　鳥海自然文化館「遊楽里」

・概要説明「縄文から平成まで」 　秋道智彌（総合地球環境学研究所）

・「鳥海山の地質と湧水」  　細野高啓（秋田大学工学資源部）

・「鳥海の地質と生き物をつなぐ水」　中野孝教（総合地球環境学研究所）
・「鳥海の湧水」   　谷口真人（総合地球環境学研究所）

・「多様な鳥海の植物」  　齋藤　孝（遊佐町史編集委員）

・「湧水とその生き物たち」 　森　誠一（岐阜経済大学経済学部）

連携研究
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・「稲作と湧水保全｣  　佐藤秀彰（ＪＡ庄内みどり )

・「ハタハタやイワガキも湧水を必要としている」杉山秀樹（秋田県農林水産技術センター水産振興センター）
・パネルディスカッション「鳥海の湧水を未来につなぐ」
司会：秋道智彌（総合地球環境学研究所）、森　誠一（岐阜経済大学経済学部）  

パネリスト：小野寺喜一郎（遊佐町長）、加藤雄悦（まんさくの会）、呉　尚浩（東北公益文科大学）、杉山秀樹（秋

田県農林水産技術センター水産振興センター）、畠中裕之（自然公園管理員）、本間正明（月光川の魚出版会）

③連携研究「人と水」シンポジウム

「水と文明」

2009年 2月 11日 (祝 )　一橋記念講堂

・「趣旨説明―水と文明」    　秋道智彌（総合地球環境学研究所）

・「タイの文明と水―運河と地下水と人とのかかわり」　谷口真人（総合地球環境学研究所）
・「インダス文明ははたして大河文明か」 　 　長田俊樹（総合地球環境学研究所）

・「水と古代エジプト文明」 　高宮いづみ（近畿大学文芸学部国際人文科学研究所）

・「西アフリカ・サバンナの水物語」　竹沢尚一郎（国立民族学博物館民族文化研究部）
・「水とマヤ・アステカ文明」 　八杉佳穂（（国立民族学博物館民族文化研究部）

・パネルディスカッション「21世紀の水と文明を語る」

司会：秋道智彌（総合地球環境学研究所）

パネリスト：谷口真人（総合地球環境学研究所）、長田俊樹（総合地球環境学研究所）、高宮いづみ（近畿大学文芸学

部国際人文科学研究所）、竹沢尚一郎（国立民族学博物館民族文化研究部）、八杉佳穂（国立民族学博物館民族文化

研究部）

3. 出版物
【研究連絡誌】

・2008年 10月『人と水』 第五号　特集：水と風景（人に愛される水風景）

 出版社：昭和堂

白幡洋三郎・田畑みなお・尾﨑博正・早川聞多・鈴木　淳・上垣外憲一・阿部健一・渡邉紹裕・森　誠一・窪田順平
・2009年 3月『人と水』 第六号　特集：水と動物（ちょっと意外な人とのかかわり）

 出版社：昭和堂

 池谷和信・千田　稔・宇根　豊・小島淳一・江戸英雄・大橋厚子、中井仙丈・野地垣有・石川智士・池口明子・佐々
木　健・谷口真人

４.その他
2009年 3月 16-22日　第 5回世界水フォーラム（トルコ イスタンブール）

・日本パビリオンにおいてのパネル展示
・トピック 6.5「水と文化」

セッション 6.5.3「文化多様性を超えて－価値と課題の共有」の企画・運営
3月 20日 (金）会場：EYÜP，Sutluce　主催：総合地球環境学研究所，ISKI，TURKKAD

司会：阿部健一（総合地球環境学研究所）、窪田順平（総合地球環境学研究所）

発表：「Regulating unknown common resources : community – science collaboration around groundwater」

発表者：谷口真人（総合地球環境学研究所）、佐々木和乙（西条市役所生活環境部長 )
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あ 秋道　智彌 あきみち　ともや 副所長 -教授

AJITHPRASAD, Pottentavida あじとぷらさーど　ぽってんたう ぃ゙だ 招へい外国人研究員

阿部　健一 あべ　けんいち 教授

い 石丸　恵利子 いしまる　えりこ プロジェクト研究員

石本　雄大 いしもと　ゆうだい プロジェクト研究員

石山　　俊 いしやま　しゅん プロジェクト研究員

市川　智生 いちかわ　ともお プロジェクト研究員

市川　昌広 いちかわ　まさひろ 准教授

一條　知昭 いちじょう　ともあき プロジェクト研究員

岩谷　洋史 いわたに　ひろふみ プロジェクト研究員

う 上杉　彰紀 うえすぎ　あきのり プロジェクト研究員

内井　喜美子 うちい　きみこ プロジェクト研究員

内山　純蔵 うちやま　じゅんぞう 准教授

梅津　千恵子 うめつ　ちえこ 准教授

え 遠藤　崇浩 えんどう　たかひろ 助教

EVANS, Tom えう ぁ゙んず　とむ 招へい外国人研究員

お 大西　暁生 おおにし　あきお 外来研究員

大西　健夫 おおにし　たけお プロジェクト上級研究員

大西　正幸 おおにし　まさゆき プロジェクト上級研究員

奥宮　清人 おくみや　きよひと 准教授

長田　俊樹 おさだ　としき 教授

か 勝山　正則 かつやま　まさのり プロジェクト上級研究員

加藤　雄三 かとう　ゆうぞう 助教

川瀬　大樹 かわせ　だいじゅ プロジェクト研究員

川端　善一郎 かわばた　ぜんいちろう 教授

川本　温子 かわもと　はるこ プロジェクト研究員

き 岸本　圭子 きしもと　けいこ プロジェクト研究員

木下　鉄矢 きのした　てつや 教授

金　　憲淑 きむ　ほんしゅく プロジェクト研究員

木村　栄美 きむら　えみ プロジェクト研究員

木本　行俊 きもと　ゆきとし プロジェクト上級研究員

く 窪田　順平 くぼた　じゅんぺい 准教授

久米　　崇 くめ　たかし プロジェクト上級研究員

鞍田　　崇 くらた　たかし プロジェクト研究員

こ 小泉　　都 こいずみ　みやこ プロジェクト研究員

神松　幸弘 こうまつ　ゆきひろ 助教

小林　菜花子 こばやし　なかこ プロジェクト研究員

さ 蔡　　国喜 さい　こくき プロジェクト研究員

斎藤　清明 さいとう　きよあき 教授

佐伯　田鶴 さえき　たづ 助教

酒井　章子 さかい　しょうこ 准教授

坂本　龍太 さかもと　りょうた プロジェクト研究員

佐々木　尚子 ささき　なおこ プロジェクト研究員

佐藤　洋一郎 さとう　よういちろう 副所長 -教授

個人業績紹介
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し 承　　　志 しょう　し プロジェクト上級研究員

白岩　孝行 しらいわ　たかゆき 准教授

白木　洋平 しらき　ようへい プロジェクト研究員

鄭　　躍軍　 じぇん　ゆえじぇん 准教授

せ 瀬尾　明弘 せお　あきひろ プロジェクト研究員

関野　　樹 せきの　たつき 准教授

ZEBALLOS VELARDE, Carlos Renzo せばよす　べらるで　かるろす　れんぞ プロジェクト研究員

た 高相　徳志郎 たかそう　とくしろう 教授

立本　成文 たちもと　なりふみ 所長

田中　克典 たなか　かつのり プロジェクト研究員

谷口　真人 たにぐち　まこと 教授

つ 辻　　貴志 つじ　たかし プロジェクト研究員

辻野　　亮 つじの　りょう プロジェクト研究員

て 寺村　裕史 てらむら　ひろふみ プロジェクト研究員

と 東城　文柄 とうじょう　ぶんぺい プロジェクト研究員

な 内藤　大輔 ないとう　だいすけ 外来研究員

中川　昌人 なかがわ　まさと プロジェクト研究員

中田　聡史 なかだ　さとし プロジェクト研究員

中野　孝教 なかの　たかのり 教授

中村　　大 なかむら　おおき プロジェクト研究員

中村　　亮 なかむら　りょう プロジェクト研究員

奈良間　千之 ならま　ちゆき プロジェクト研究員

縄田　浩志 なわた　ひろし 准教授

の 野津　雅人 のづ　まさと プロジェクト上級研究員

野村　尚史 のむら　なおふみ プロジェクト研究員

は 郝　　愛民 はお　あいみん 外来研究員

長谷川　成明 はせがわ　しげあき プロジェクト上級研究員

花松　泰倫 はなまつ　やすのり プロジェクト研究員

早坂　忠裕 はやさか　ただひろ 教授

林　　直樹 はやし　なおき プロジェクト研究員

BAUCH, Ilona Renate ばうし　いろーな　れなーて 招へい外国人研究員

ほ 細谷　　葵 ほそや　あおい プロジェクト研究員

本庄　三恵 ほんじょう　みえ プロジェクト研究員

POPOV, Alexander Nikolaevich ぽぽふ　あれくさんだー　にこらえう ぃ゙っち 招へい外国人研究員

ま 前川　　愛 まえかわ　あい プロジェクト研究員

槙林　啓介 まきばやし　けいすけ プロジェクト研究員

み 源　　利文 みなもと　としふみ プロジェクト上級研究員

宮嵜　英寿 みやざき　ひでとし プロジェクト研究員

む 村上　由美子 むらかみ　ゆみこ プロジェクト研究員

村松　　伸 むらまつ　しん 教授

も 門司　和彦 もじ　かずひこ 教授

森　　若葉 もり　わかは プロジェクト上級研究員

や 安成　哲平 やすなり　てっぺい プロジェクト研究員

安元　　純 やすもと　じゅん プロジェクト研究員
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谷田貝　亜紀代 やたがい　あきよ 助教

山中　裕樹 やまなか　ひろき プロジェクト研究員

山村　則男 やまむら　のりお 教授

山本　圭香 やまもと　けいこ プロジェクト研究員

ゆ 湯本　貴和 ゆもと　たかかず 教授

れ LEKPRICHAKUL Thamana れくぷりちゃくる　たまな プロジェクト上級研究員

わ 渡辺　千香子 わたなべ　ちかこ 客員准教授

渡邉　紹裕 わたなべ　つぎひろ 教授

渡邊　三津子 わたなべ　みつこ プロジェクト研究員

※職名は 2009年 3月 31日現在

（但し、2008年度途中で退職等した者については、退職等時の職名）



142



143

個
人
業
績
紹
介



144



145

個
人
業
績
紹
介



146



147

個
人
業
績
紹
介



148



149

個
人
業
績
紹
介



150



151

個
人
業
績
紹
介



152



153

個
人
業
績
紹
介



154



155

個
人
業
績
紹
介



156



157

個
人
業
績
紹
介



158



159

個
人
業
績
紹
介



160



161

個
人
業
績
紹
介



162



163

個
人
業
績
紹
介



164



165

個
人
業
績
紹
介



166



167

個
人
業
績
紹
介



168



169

個
人
業
績
紹
介



170



171

個
人
業
績
紹
介



172



173

個
人
業
績
紹
介



174



175

個
人
業
績
紹
介



176



177

個
人
業
績
紹
介



178



179

個
人
業
績
紹
介



180



181

個
人
業
績
紹
介



182



183

個
人
業
績
紹
介



184



185

個
人
業
績
紹
介



186



187

個
人
業
績
紹
介



188



189

個
人
業
績
紹
介



190



191

個
人
業
績
紹
介



192



193

個
人
業
績
紹
介



194



195

個
人
業
績
紹
介



196



197

個
人
業
績
紹
介



198



199

個
人
業
績
紹
介



200



201

個
人
業
績
紹
介



202



203

個
人
業
績
紹
介



204



205

個
人
業
績
紹
介



206



207

個
人
業
績
紹
介



208



209

個
人
業
績
紹
介



210



211

個
人
業
績
紹
介



212



213

個
人
業
績
紹
介



214



215

個
人
業
績
紹
介



216



217

個
人
業
績
紹
介



218



219

個
人
業
績
紹
介



220



221

個
人
業
績
紹
介



222



223

個
人
業
績
紹
介



224



225

個
人
業
績
紹
介



226



227

個
人
業
績
紹
介



228



229

個
人
業
績
紹
介



230



231

個
人
業
績
紹
介



232



233

個
人
業
績
紹
介



234



235

個
人
業
績
紹
介



236



237

個
人
業
績
紹
介



238



239

個
人
業
績
紹
介



240



241

個
人
業
績
紹
介



242



243

個
人
業
績
紹
介



244



245

個
人
業
績
紹
介



246



247

個
人
業
績
紹
介



248



249

個
人
業
績
紹
介



250



251

個
人
業
績
紹
介



252



253

個
人
業
績
紹
介



254



255

個
人
業
績
紹
介



256



257

個
人
業
績
紹
介



258



259

個
人
業
績
紹
介



260



261

個
人
業
績
紹
介



262



263

個
人
業
績
紹
介



264



付
録

1
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
参
加
者
の
構
成
（
所
属
機
関
）

単
位
：
人
（
の
べ
人
数
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

番
号

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名

総
数

総
合
地
球
環

境
学
研
究
所

大
学

大
学
共
同

利
用
機
関

公
的
機
関

民
間
機
関
等

Ｐ
Ｄ

大
学
院
生

そ
の
他

海
外
研
究
者

国
立

公
立

私
立

C
-0

4（
FR

4）
北
東
ア
ジ
ア
の
人
間
活
動
が
北
太
平
洋
の
生
物
生
産
に
与
え
る
影
響
評
価

81
6

31
1

4
1

3
1

5
1

28

C
-0

5（
FR

3）
都
市
の
地
下
環
境
に
残
る
人
間
活
動
の
影
響

81
6

33
2

8
0

8
0

9
0

15

C
-0

6（
FR

2）
病
原
生
物
と
人
間
の
相
互
作
用
環

41
11

12
0

2
0

3
1

3
0

9

C
-0

7（
PR
）

温
暖
化
す
る
シ
ベ
リ
ア
の
自
然
と
人
－
水
環
境
を
は
じ
め
と
す
る
陸
域
生
態

系
変
化
へ
の
社
会
の
適
応

41
3

20
0

1
1

4
2

4
0

6

C
-F

S1
都
市
を
め
ぐ
る
循
環
と
多
様
性
：
人
類
と
地
球
環
境
を
架
橋
す
る
巨
大
で
複

雑
な
シ
ス
テ
ム
の
未
来
可
能
性

27
2

15
0

2
0

0
1

4
0

3

C
-F

S2
水
質
の
地
域
多
様
性
の
探
求
：
循
環
を
基
軸
に
し
た
水
管
理
に
向
け
て

39
3

23
2

4
0

3
0

4
0

0

D
-0

2（
FR

3）
日
本
列
島
に
お
け
る
人
間
－
自
然
相
互
関
係
の
歴
史
的
・
文
化
的
検
討

13
2

8
37

10
29

4
20

5
18

1
0

D
-0

3（
FR

1）
人
の
生
病
老
死
と
高
所
環
境
－
３
大
「
高
地
文
明
」
に
お
け
る
医
学
生
理
・

生
態
・
文
化
的
適
応

42
8

16
2

4
0

2
1

6
2

1

D
-0

4（
FR

1）
人
間
活
動
下
の
生
態
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
崩
壊
と
再
生

71
9

26
0

5
3

6
2

18
0

2

R
-0

3（
FR

2）
民
族
／
国
家
の
交
錯
と
生
業
変
化
を
軸
と
し
た
環
境
史
の
解
明
－
中
央
ユ
ー

ラ
シ
ア
半
乾
燥
域
の
変
遷

98
10

33
5

16
5

2
2

23
1

1

R
-0

4（
FR

1）
熱
帯
ア
ジ
ア
の
環
境
変
化
と
感
染
症

64
6

20
0

5
0

4
5

10
0

14

R
-0

5（
PR
）

ア
ラ
ブ
社
会
に
お
け
る
な
り
わ
い
生
態
系
の
研
究
－
ポ
ス
ト
石
油
時
代
に
向

け
て

54
9

7
0

10
0

3
7

5
2

11

H
-0

2（
FR

3）
農
業
が
環
境
を
破
壊
す
る
と
き
－
ユ
ー
ラ
シ
ア
農
耕
史
と
環
境

95
14

30
3

9
5

12
7

0
1

14

H
-0

3（
FR

2）
環
境
変
化
と
イ
ン
ダ
ス
文
明

54
10

25
2

4
3

1
0

0
0

9

H
-0

4（
FR

2）
東
ア
ジ
ア
内
海
の
新
石
器
化
と
現
代
化
：
景
観
の
形
成
史

58
8

7
3

10
5

8
0

0
1

16

H
-F

S
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
文
明
に
お
け
る
王
朝
の
興
亡
と
環
境

21
1

0
0

4
0

1
0

0
0

15

E-
02
（

FR
5）

流
域
環
境
の
質
と
環
境
意
識
の
関
係
解
明
－
土
地
・
水
資
源
利
用
に
伴
う
環

境
変
化
を
契
機
と
し
て

22
5

10
1

2
0

2
2

0
0

0

E-
03
（

FR
5）

亜
熱
帯
島
嶼
に
お
け
る
自
然
環
境
と
人
間
社
会
シ
ス
テ
ム
の
相
互
作
用

41
8

16
3

5
0

1
1

4
1

2

E-
04
（

FR
2）

社
会
・
生
態
シ
ス
テ
ム
の
脆
弱
性
と
レ
ジ
リ
ア
ン
ス

40
8

11
0

2
0

2
2

7
0

8

総
　
　
計

11
02

13
5

37
2

34
12

6
27

85
39

12
0

10
15

4

20
09
年

3
月

31
日
現
在



付録 2
研究プロジェクトの参加者の構成（研究分野）

単位：人（のべ人数）
プロジェクト
番号

プ　ロ　ジ　ェ　ク　ト　名
分　　野

専門分野
自然系 人社系 複合系 総数

C-04（FR4） 北東アジアの人間活動が北太平洋の生物生産に与える影響評価
54 13 14 81

（自然系）古環境復元、海洋物理学、海洋化学、生物地球化学、気象学、海洋工学、海洋生物学、環境化学、植物生態学、森林水文学、森林生態学、造林学、水文学、数値モデリング、雪氷化学、雪氷水文学、雪氷生物学、雪氷物理学、大気化学、地球化学、地球環境科学、地球環境分析化学、地質学、
土壌科学、土壌生態学、土壌地球化学、氷河気候学、プランクトン学、分析化学、界面コロイド科学、火山学、地震学、古海洋学、有機地球化学、古生態学、森林科学、水資源工学
（人社系）経済地理学、人文地理学、経済学、政治学、農業経済学、考古学、国際法
（複合系）GISモデリング、地理学、海洋動物資源学、生態系管理、リモートセンシング

C-05（FR3） 都市の地下環境に残る人間活動の影響 44 23 14 81
（自然系）水文学、火山学、地下水学、地球システム学、地球化学、衛星測地学、地震学、環境解析学、生物地球化学、気象学、同位体水文学、地球熱学、測地工学、水文地形学、地下水利学・固定地球科学、海洋学、陸水物理学、地質学、地下熱学、海洋地質学、同位体年代学、地球環境学
（人社系）社会開発学、環境経済学、地理学、政治学、環境工学、都市社会地理学、文化地理学・都市研究、社会経済学、マテリアルストック解析、歴史地理学、都市環境学、環境政策学、GIS、都市計画学、人口学、地下環境学、水資源学
（複合系）環境保全学、環境動態学、地域環境学、地下熱学、微量金属分析、地理学、住空間環境学、地下環境学、地下水学、水資源学

C-06（FR2） 病原生物と人間の相互作用環 28 5 8 41
（自然系）ナノテクノロジー、生態学、魚類生態学、分子生物学、分子生態学、環境保全学、植物育種学、衛生学、数理生態学、水域生態学、植物生態学、理学、動物生態学、農学、生態系生態学、微生物生態学、環境資源地質学、同位体地球科学、環境毒性学、遺伝情報学、医学
（人社系）経済学、食文化、環境経済学、社会学
（複合系）生態学、保健学、衛生学、医学、環境保全、環境医学

C-07（PR） 温暖化するシベリアの自然と人－水環境をはじめとする
陸域生態系変化への社会の適応

27 11 3 41

（自然系）林学、陸水学、リモートセンシング、モデリング、生態水文学、地球科学、森林気象、植物生理生態学、保全生態学、生態系影響、土木工学、気象学、大気モデル、水・エネルギー循環、生態系モデル、同位体水文学、生態学、動物行動学、河川工学、水文学、気候学、海洋物理・陸水学、林学、
生態、環境保全、年輪年代学
（人社系）土木工学、社会人類学、国際関係論、社会学、政治学、文化人類学、ロシア経済、記述言語学、歴史学
（複合系）大気化学、気象学、生態水文学

C-FS1 都市をめぐる循環と多様性：人類と地球環境を架橋する
巨大で複雑なシステムの未来可能性

5 9 13 27
（自然系）交通工学、建築材料工学、リモートセンシング、水文学、都市緑地計画学
（人社系）アジア経済史、中国思想史、宗教学、価値論、経営学、音環境学、文化人類学、地域資源管理学、地理情報システム、環境経済学
（複合系）建築史、都市史、表象文化論、都市計画学、植民地建築論、東南アジア都市史、東洋都市史、歴史都市人口学、経済地理学、華僑都市論、西洋都市史

C-FS2 水質の地域多様性の探求：循環を基軸にした水管理に向
けて

26 4 9 39

（自然系）資源環境学、地質学、同位体生態学、水文学、地下水年代学、森林水文学、有機地球化学、土壌生物学、持続環境学、植物生理生態学、微量元素鉱物学、生物地球化学、海洋地球化学、岩石学、雪氷学、地球化学、地質研究、農芸化学、分析地球化学、陸水物理学、沿岸海洋学、宇宙化学、大
気化学
（人社系）政治学、社会心理学、財政学、地方財政論、環境社会学
（複合系）堆積地質学、水圏生態学、資源教育学、環境教育学、環境情報学、資源科学、環境計画

D-02（FR3） 日本列島における人間－自然相互関係の歴史的・文化的検討
70 54 8 132

（自然系）生態学、森林生態学、自然人類学、動物生態学、安定同位体生態学、理論生態学、植物系統学、人類学、植物分類学、植物遺伝資源学、古環境学、霊長類学、動物考古学、繁殖生態学、生態人類学、環境デザイン学、植物学、年代測定学、同位体地球化学、古生態学、植物生態学、森林生物学、
自然地理学、植生史学、分子生態学、木材構造学、育種学、火山灰編年学、古生物学、集団遺伝子学、動物系統学、霊長類生態学、分子系統学、分子系統進化学、植生史、火山地質学、自然史学、木質科学
（人社系）哲学、文化人類学、環境歴史学、民族学、考古学、歴史学、歴史経済学、言語民族学、民俗学、地理学、生態人類学、日本中世史、人文地理学、環境経済学、コモンズ論、旧石器考古学、日本近代史
（複合系）保全生物学、作物学、古環境学、生態人類学、霊長類学

D-03（FR1） 人の生病老死と高所環境－３大「高地文明」における医学生理・生態・文化的適応 19 7 16 42
（自然系）森林資源学、国際保健学、地生態学、フィールド医学、看護学、循環器内科、時間医学、水資源生態学、自然地理学、生態学、霊長類学、栄養学、森林科学、自然地理学、雪氷学、土壌学、牧畜生態学、気象、気候学、畜産学、老年病学、疫学
（人社系）民族植物学、資源経済学、人類学、アフリカ地域研究、中国思想史、自然学、チベット仏教、考古学
（複合系）フィールド医学、老年医学、在地農業、文化人類学、農業経済学、民族植物学、人文地理学、地域研究、農業経営学、草地学、神経内科学、霊長類学、環境歴史学、森林生態学、山岳人類学

D-04（FR1） 人間活動下の生態系ネットワークの崩壊と再生 49 19 3 71
（自然系）理論生態学、相互作用生態学、草原生態学、森林生態学、生態学、昆虫学、樹木生理生態学、昆虫生態学、リモートセンシング、環境生態学、環境科学、物理環境学、数理生態学、土壌学、土壌科学、同位体生態学、森林土壌動物、植物分類学、環境社会学、生物地球化学
（人社系）文化人類学、社会学、環境経済学、農業経済学、人類学、環境社会学、民俗植物学、地理学、理論社会学、昆虫生態学、地域研究、地域開発学、政治学、経済学、地理学、ＧＩＳ
（複合系）地域環境学、地球環境学

R-03（FR2） 民族／国家の交錯と生業変化を軸とした環境史の解明－中央ユーラシア半乾燥域の変遷
53 38 7 98

（自然系）水文学、雪氷コア生物解析、氷河変動解析、土壌動態、気候変動解析、リモートセンシング解析、地下水動態、アイスコア解析、雪氷生物、湖底堆積物解析、景観生態、自然地理、土壌有機物モデリング、農地計画、雪氷学、水文モデリング、雪氷生物学、樹木年輪解析、森林・草原生態系、
灌漑計画、変動地形、水同位体分析、水循環解析、生態系リスク評価、環境建築デザイン、景観生態学、灌漑農業システム、乾燥地水文・植物生理、雪氷コア、代替媒体と歴史文献の統合研究
（人社系）カザフ政治史、民族史解析、漢文文献解読・解析、遊牧システム解析、ペルシャ語文献解析、中国語文献解析、カザフ遊牧業調査、考古学、国際河川問題解析、社会人類学調査、新疆史、新疆農業史、民族学、遊牧形態、東洋史、社会人類学、満州語文献解析、考古調査、政治学、中央アジア
開発史、農業経済、カザフ近現代史、カザフスタン農学史、中国史、中央ユーラシア史、漢文資料解析、東南アジア史、国際河川管理、環境政治学、西南アジア史、文化人類学
（複合系）カザフ民族調査、地域研究、考古学、考古調査、地理調査、カザフ農業経済史

R-04（FR1） 熱帯アジアの環境変化と感染症 44 10 10 64

（自然系）感染症学、人口学、森林生態学、寄生虫学、環境疫学、気象変動と疾病、感染症疫学、生物人類学、公衆衛生学、環境微生物学、微生物学、臨床化学、感染症免疫学、環境保健学、マラリア学、国際保健学、ヘルスプロモーション、熱帯環境保健学、災害情報学、国際学校保健学、プライマリ
ヘルスケア、疫学統計、臨床検査学、昆虫生態学、空間疫学、看護学、医昆虫学、疫学、気象学、熱帯医学、国際地域保健学、環境衛生、農学、環境中毒学、人類生態学、免疫学
（人社系）医学社会学、歴史文学、生態人類学、医療史、文化人類学、医療人類学、国際協力、地域研究、林学、社会人類学、国際地域保健学、国際医療協力、プロジェクトマネージメント
（複合系）人類生態学、集団保健学、保健計画学、環境疫学、保健情報、社会医療調査、行動疫学、国際看護学、公衆衛生学、国際農学、社会調査、保健政策学、公衆栄養学、国際地域保健学

R-05（PR） アラブ社会におけるなりわい生態系の研究－ポスト石油
時代に向けて

22 19 13 54
（自然系）栄養生理学、生化学、森林生態学、菌類学、植物生理学、水資源管理学、植物生理生態学、森林水文学、土壌水文学、情報工学、緑化学、農芸化学、自然地理学、水文学、樹木生理学、樹木環境生理学、灌漑排水学、都市計画学
（人社系）考古学、農業経済学、文化人類学、開発社会学、宗教人類学、歴史学、社会学、開発学、教育学
（複合系）文化人類学、農村開発学、地理学、リモートセンシング、造林学、建築学、生態人類学、畜産学、景観生態学、建築史学、環境地形学、社会人類学

H-02（FR3） 農業が環境を破壊するとき－ユーラシア農耕史と環境 43 43 9 95

（自然系）植物遺伝学、育種学、作物育種学、人類学、考古植物学、植物細胞遺伝学、植物分子遺伝学、分子遺伝学、農学、植物遺伝資源学、栽培植物起源学、花粉学、作物学、遺伝学、遺伝進化学、遺伝生態学、雪氷生物学、雑草生態学 、地球化学、同位体生物地球科学、植物学、植物細胞学、植物生
態学、古環境学、応用動物遺伝学、遺伝資源学、民族植物学、自然学、植物育種・遺伝資源探索
（人社系）文化人類学、日本文化史・喫茶文化史、哲学、民俗学、日本文化、考古学、中国古代史、楼蘭史、民族学、言語学、中山間地域経営学、人文地理学、地理学、東南アジア考古学、近世農村史、地域計画学、中国文学・シルクロード、日本考古学、アッシリア学、美術史、東洋史学
（複合系）環境考古学、民族植物学、山岳人類学、縄文考古学、狩猟採集民考古学、歴史生態学、建築学、植物考古学

H-03（FR2） 環境変化とインダス文明 22 24 8 54
（自然系）農学、自然地理学、考古学、地学、地震学、土木工学、水文学、地球科学、雪氷生物学、地球物理学、年代測定学、資源環境地質学、地質学、地形学、遺伝学、変動地形学、生態学、気候変動学
（人社系）言語学、考古学、インド学、言語学（キナウル語）、経済学、文化人類学、西アジア史
（複合系）考古学、DNA考古学、民族学、植物遺伝資源学、動物考古学、植物考古学

H-04（FR2） 東アジア内海の新石器化と現代化：景観の形成史 4 46 8 58

（自然系）魚類学、景観工学、社会工学、微古生物学
（人社系）先史人類学、民族学、景観考古学、社会言語学、交易史、日本史学、植物考古学、民俗学、景観史学、日欧考古学、考古学、日本考古学、文化人類学、中国考古学、英文学、日本語学、食生活学、縄文・欧米考古学、歴史地理、中国民俗学、朝鮮考古学、中世史学、動物行動学、政治学、歴史学、
情報電子工学、中世考古学
（複合系）生態人類学、宗教民俗学、先史人類学、情報文化論、植物考古学、言語情報学、GIS考古学

H-FS メソポタミア文明における王朝の興亡と環境 6 12 3 21
（自然系）岩石学、岩石鉱物鉱床学、微細藻類、農業土木学、地球化学、物理学
（人社系）アッシリア学、シュメール学、考古学（古代中近東）、メソポタミア考古学、ヒッタイト学
（複合系）ランドスケープ考古学、人間生態学、人類学、考古学

E-02（FR5） 流域環境の質と環境意識の関係解明－土地・水資源利用に伴う環境変化を契機として
14 4 4 22

（自然系）森林水文学、環境動態解析、生物地球化学、森林生態学、森林土壌学、環境科学、水文学、陸水学、植物生態学
（人社系）社会心理学、環境経済学、農村計画学、社会学
（複合系）情報学、環境学、社会統計学

E-03（FR5） 亜熱帯島嶼における自然環境と人間社会システムの相互作用
28 7 6 41

（自然系）森林水文学、動物行動学、森林生態学、地球物理学、地域環境学、分析化学、植物形態学、動物生態学、植物地理学、昆虫学、植物生態学、同位体生物地球科学、植物生理・生態学、水文地形学、植物学、植物分類学
（人社系）国際経済学、島嶼経済学、環境情報学、環境社会学、社会経済史、経済学、環境経済学、陶芸学、陶磁器技法論
（複合系）植物形態学、環境デザイン学、陸水学、動物行動学、染織技術論

E-04（FR2） 社会・生態システムの脆弱性とレジリアンス 17 15 8 40
（自然系）大気物理学、土壌環境学、境界農学、リモートセンシング、土壌学、農業気象学、森林生態、作物学、雑草学、気象学、数理生態学、同位体土壌水文学
（人社系）環境資源経済学、開発経済学、農業経済学、開発学、人類学、人文地理、ジェンダー人類学、文化人類学、社会学、地理学、経済学
（複合系）環境地理学、医療経済学、生態人類学、緩和医療学、人類生態学、地理情報学、数理モデル、地域研究、アフリカ地域研究

総　　　　　　　　計 575 363 164 1102

2009年 3月 31日現在
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